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2000 年代初頭の Narrow Band Imaging
（NBI）の臨床導入以来，画像強調観察（Image- 

Enhanced Endoscopy：IEE）は消化管内視鏡
診断学に大きな変革をもたらし，現在ではそ
の技術が成熟期を経て新たな時代を迎えつつ
あります。本号の特集「動画で見る内視鏡イ
メージングの最前線」は，日進月歩で進化す
る内視鏡診断技術の現在地を，文字通り「動
画」を通じて俯瞰することを目的として企画
されました。

本特集で概説されているように，IEE は上
部・下部消化管を問わず，スクリーニングに
おける病変の拾い上げから拡大観察による質
的・量的診断に至るまで，日常診療に不可欠
なモダリティとして確固たる地位を築いてい
ます。さらに本号では，形態診断の深化と機
能診断への広がりも特筆すべきテーマとなっ
ています。Endocytoscopy や共焦点レーザー
顕微内視鏡は，生検に迫る “Optical Biopsy”
を目指し，細胞レベルでのリアルタイム診断
を提供しています。また，酸素飽和度イメー
ジングや 5 -ALA を用いた光線力学的診断は，
腫瘍の代謝や微小環境といった生物学的特性
を可視化する新たな指標として，開発段階で
はあるものの，診断学に深みを与えるポテン
シャルを秘めています。治療面においても，
RDI や ACI といった技術が，ESD 時の深部
血管描出や止血処置を支援し，安全性向上に
寄与する可能性は見逃せません。
そして，急速に普及が進む AI も重要です。

森らは病変検出（CADe）や鑑別（CADx）の
社会実装へのハードルについて論じています
が，衣笠らの生成 AI による Virtual Chromo-
endoscopy という “非侵襲的な色素観察”への
挑戦は，内視鏡診断の未来像を予感させるも
のでした。
内視鏡診断の真髄は，静止画の解釈のみな

らず，動的に病変を捉えて的確な診断を下す
ことにあります。本号に収載された貴重な動
画が，読者の皆様の “診断の眼”を養い，明日
の診療の質を高める一助となることを願って
やみません。多忙な臨床の合間を縫って貴重
な症例動画とともに玉稿をお寄せくださった
執筆者の先生方に，深く感謝申し上げます。
（昭和医科大学横浜市北部病院消化器センター　

三澤将史）
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